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緒　言

　モモ（Prunus persica (L.) Batsch）は，樹冠の上部と

下部，結果枝の先端と基部など，着果部位の違いによっ

て果実品質が異なるとされている（志村ら，2001）．ま

た，モモ  ʻ紅清水ʼ  において，同一樹内での果実重の変

動は着果位置の影響が大きく，糖度の変動に関しては，

着果位置だけでなく，開花日と果実発育日数も関与し

ていることが明らかになっている（福田ら，2012）．

　岡山県の主要品種であるモモ  ʻ清水白桃ʼ  では，葉芽

の着生率がやや低く，結果枝の先端付近のみに葉芽が

着生し，他部位には花芽のみが着生した状態になりや

すい（図1上）．この状態は，トンボが羽を広げた様相

に似ているため，岡山県の農家は俗称で「トンボ枝」

と呼ぶことがある．この花芽のみが着生した無葉芽部

位への着果の良否に関しては，生産者の中で意見が統

一されていない．また，成熟期前の気象条件（清水ら，

2005）や土壌条件（高野ら，2007），樹冠内の着果位置

や開花日の違いなどが果実に及ぼす影響については研

究されてきたが，着果部位の葉芽の有無が果実に及ぼ

す影響については明らかにされていない．

　無葉芽部位への着果は，光が直接果実に当たるため，

果皮着色しやすい可能性はあるものの，葉芽のある部

位への着果と比べると，被袋時に葉を巻きこまないよ

うにする必要がないため，作業性が優れる利点がある．

つまり，着果部位の葉芽の有無の違いが果実品質に与

える影響を明らかにすることは，生産現場での着果管

理の指針になると考えられる．

　そこで，着果部位の葉芽の有無の違いが，モモ  ʻ清

水白桃ʼ  の果実品質や生理障害に及ぼす影響を検討し

た．

　また，モモ  ʻ清水白桃ʼ  の無葉芽部位には，花芽が3

つ着生した複芽が多く見られ，通常中央の花芽が両側

の花芽よりも大きく，開花も早い．開花日や果実発育

日数の違いは果実品質に影響を及ぼすことが明らかに

なっていることから（福田ら，2012），無葉芽部位にお

ける複芽内で残す花芽の違いが，果実品質や生理障害

に及ぼす影響についても検討した．

材料及び方法

1． 着果部位の葉芽の有無が， 果実品質と生理障害に及

ぼす影響（試験1）

　2017年に，岡山県農林水産総合センター農業研究所

圃場に植栽されている7年生  ʻ清水白桃ʼ  4樹を供試し

た．

　処理区として，1樹内に葉芽の無い部位に着果させる

無葉芽区，葉芽元に着果させる有葉芽区の2処理区を設

けた（図1）．全長10 ～ 20 cm程度の短・中果枝を供試

し，2処理区それぞれが近傍に位置するように着果枝を

選び，その組合せが樹冠の全体にほぼ均等に配置され
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るように各樹20組合せずつ袋掛け時に設定した．袋掛

けは， 修正摘果後の2017年7月4日（満開日から86日後）

にM4無底大（西日本果実袋（株））を用いて，下向き

の健全な形状をした幼果に行った．果皮の緑色の抜け

を基準とし，収穫適期として判断された果実から順に， 

2日ごとに収穫を行った．各樹1処理区につき，18 ～

20果実の果実品質及び生理障害の調査を行った．平均

収穫日は，全調査果実の収穫日を平均することで求め

た．生理的落果率は袋掛け時にラベルを付した果実数

を母数とし，収穫果として残った果実数から算出した．

収穫日に，果実重，糖度（フルーツセレクター KBA-

100R，（株）クボタ製で調査）を測定し，果皮着色程度，

果梗離脱果の有無を調査した．その後，25℃の室温で

3日間貯蔵し，果肉硬度（果実硬度計KM-5円錐形，（株）

藤原製作所製で調査）及び酸度（コンパクトpHメーター

LAQUAtwin B-712，（株）堀場製作所製で調査），渋み，

核割れの有無，赤肉症，水浸状果肉褐変症の程度及び

発生率の調査を行った．なお，赤肉症と水浸状果肉褐

変症の程度は5段階【0（無），1（微），2（少），3（中），

4（多）】で達観評価し，全ての調査果実数を母数とし，

程度が1以上の果実数から発生率を算出した．

2． 複芽内の花芽の着生位置の違いが，開花期，収穫期，

果実品質及び生理障害に及ぼす影響（試験2）

　2017年に，同圃場に植栽されている7年生  ʻ清水白桃ʼ  

4樹を供試した．同年3月3日から13日にかけて実施し

た摘蕾時に，同じ位置に花芽が3つ着生した複芽（図2）

を1樹当たり50 ～ 70複芽を選び，半数は中央の花芽を

残す処理（中央芽区）を行い，残りの半数は中央を除

いたどちらか一方の花芽を残す処理（側芽区）を行っ

た．袋掛けは，試験1と同様の方法で実施した．開花期

は各区20花芽の開花した日を調査した．結実率は摘蕾

時に印を付けた花芽数を母数とし，結実したと判断さ

れた果実数から算出した．生理的落果率は袋掛け時の

着生果数を母数とし，収穫果として残った果実数から

算出した．調査果実の果実品質と生理障害の調査は試

験1と同様の方法で実施した．なお，赤肉症と水浸状果

肉褐変症の発生率は試験1と同様の方法で算出し，重症

果率は障害の発生した果実数のうち，程度3（中）以上

図 1　着果部位の葉芽の有無の状況
上：無葉芽区　下：有葉芽区

図 2　花芽が同じ位置に 3 芽着生した様子
上：休眠期　下：開花期
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の果実数の割合から求めた．

結　果

1． 着果部位の葉芽の有無が，果実品質と生理障害に

及ぼす影響（試験1）

　平均収穫日は，無葉芽区で有葉芽区より1.8日早く，

果実重は，有葉芽区より軽かったが，いずれも有意な

差ではなかった．糖度や酸度，果皮着色程度，果実硬

度及び渋みについても，処理区間で大きな差は認めら

れなかった（表1）．

　生理的落果率や果梗離脱果率には明らかな差はな

かった．一方で，核割れ果率は無葉芽区で有葉芽区よ

りも有意に高かった．また，赤肉症の発生率は，無葉

芽区で有葉芽区よりも低い傾向を示し，水浸状果肉褐

変症の発生率は，無葉芽区で有葉芽区よりも高い傾向

を示したが，いずれも有意な差ではなかった（表2）．

2． 複芽内の花芽の着生位置の違いが，開花期，収穫期，

果実品質及び生理障害に及ぼす影響（試験2）

　開花期は中央芽区で側芽区よりも2.4日早く，平均収

穫日は中央芽区で側芽区よりも2.8日早かった．果実重

は，中央芽区で側芽区よりも有意に重く，酸度は，中

央芽区で有意に低かった．糖度，硬度及び渋みは，処

理区間に大きな差がみられなかった（表3）．生理的落

果率，果梗離脱果率，水浸状果肉褐変症の発生率及び

重症果率は，処理区間に有意な差はなかった．核割れ

果率は，中央芽区で側芽区よりも高かった． 赤肉症の

発生率は，中央芽区で側芽区よりも低い傾向を示した

が有意な差ではなかった．赤肉症の重症果率は中央芽

処理区
平均

収穫日
(差)

果実重
（g）

糖度
（°Brix）

酸度
（pH）

果皮着色程度
z

（0~4）
果実硬度

（kgf）
渋み

y

（0~4）

無葉芽区 7月27日 (-1.8) 340 13.4 4.5 1.5 1.0 0.5

有葉芽区 7月29日 357 13.2 4.4 1.5 1.0 0.9

有意性
x ns ns ns ns ns ns ns

z
 果皮着色程度は達観評価【0:無，1:微，2:少，3:中，4:多】

y
 渋みは官能評価【0:無，1:微，2:少，3:中，4:多】

x
 nsは有意差なし（t 検定，n=4）

程度
（0～4）

発生率
（％）

程度
（0～4）

発生率
（％）

無葉芽区 5.0 50.1 11.9 0.7 37.9 0.4 19.9

有葉芽区 3.8 26.2 7.7 1.0 52.2 0.2 10.3

有意性
x ns * ns ns ns ns ns

z
 核割れ果率は， 収穫果での割合

x
 *は5％水準で有意差あり，nsは有意差なし（発生率についてはアークサイン変換後にt 検定，n=4）

y
 赤肉症及び水浸状果肉褐変症の程度は達観評価【0:無，1:微，2:少，3:中，4:多】で，発生率は全ての調査

  果実を母数とし，程度が１以上の果実数から算出

処理区
生理的落果率

（％）
核割れ果率

z

（％）

果梗離脱果率
（％）

赤肉症
y

水浸状果肉褐変症
y

表 1 着果部位における葉芽の有無が ‘ 清水白桃 ’ の果実品質に及ぼす影響

表 2　着果部位における葉芽の有無が ‘ 清水白桃 ’ の生理障害の発生に及ぼす影響
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区で有意に低かった（表4）．

考　察

　　モモ  ʻ清水白桃ʼ  について，着果部位の葉芽の有無

の違いが，成熟果の果実品質と生理障害に及ぼす影響

について検討した結果，糖度や果皮着色などの果実品

質に，有意な差はみられなかった．モモの糖度は，樹

冠全体における着果位置や受光環境が影響しているこ

とが明らかになっているため（清水ら，2005；福田ら，

2012），本試験では，無葉芽区と有葉芽区の樹冠全体に

おける着果位置をほぼ均等に配置し，方位や樹冠内の

高さの違いによる受光環境の差が生じにくいように設

計している．両区の糖度に差がないことから，着果位

置における葉芽の有無の違いは，果実の糖蓄積に著し

い影響を及ぼさないと考えられる．また，成熟果の果

皮着色程度には処理区間で有意な差はないため，  ʻ清水

白桃ʼ  においては，「トンボ枝」の葉芽のない部位に着

果させても，果皮着色が少ない果実に仕上げることが

可能であると考えられた．

　一方，生理障害において，無葉芽区の核割れ果率は，

有葉芽区と比べると明らかに高かった．通常，  ʻ清水白

桃ʼ  では幼果の果実肥大が過度であると核割れ果が発

生しやすいことが明らかになっている．本試験で生じ

た核割れ果率の差は，着果部位における葉芽の有無に

より，核割れの発生に影響を及ぼすと思われる硬核期

の果実肥大パターンが異なる可能性が示唆されたが，

本試験では果実肥大に関する経時的な調査を実施して

いないため，今後検討が必要である． 

　成熟果の生理障害については，無葉芽区において，

赤肉症の発生率が低い傾向を示し，水浸状果肉褐変症

の発生率は高い傾向を示したが，供試樹間でのバラツ

キが大きく，有意な差とはならなかった．しかし，生

理障害の発生は環境要因による年次変動が大きいた

め，今後，年次による各区の生理障害の発生の変動を

検討する必要があると考えられる．

　これらの結果から，モモ  ʻ清水白桃ʼ  において核割れ

果の発生を抑制するためには，有葉芽の部位に着果さ

せることが有効であると考えられた．一方で，その他

の果実品質や生理障害については明らかな差はみられ

なかったため，中玉果を残すように3，4回以上に分け

て徐々に摘果するなどの核割れ果を抑制する対策（岡

山県，2014）を実施することで，無葉芽部位に着果さ

せても大きな問題はないと考えられた．

　通常のモモ品種では複芽の中央の芽は葉芽である場

合が多い．しかし，  ʻ清水白桃ʼ  の無葉芽部位では，中

心の芽が花芽として分化し，花芽が3つ並んで着生した

処理区 開花期 （差） 平均収穫日 （差）
果実重

（g）
糖度

（°Brix）
酸度
（pH）

果実硬度
（kgf）

渋み
z

（0～4）

中央芽区 　4月8日 (-2.4) 7月28日 (-2.8) 375 12.9 4.6 0.8 0.8

側芽区 　4月11日 7月31日 350 12.7 4.7 0.7 0.6

有意性
y * * * ns * ns ns

ｚ
渋みは官能評価【0:無，1:微，2:少，3:中，4:多】

ｙ
 *は5％水準で有意差あり、nsは有意差なし（t 検定，n=4）

発生率
（％）

重症果率
（％）

発生率
（％）

重症果率
（％）

中央芽区 4.2 56.4 17.1 44.1 0 8.3 0

側芽区 1.6 26.5 15.2 77.5 11.6 4.3 2.5

有意性
y ns * ns ns * ns ns

y  
*は5％水準で有意差あり，nsは有意差なし（アークサイン変換後，t 検定，n=4 ）

z
 赤肉症及び水浸状果肉褐変症の程度は達観評価【0:無，1:微，2:少，3:中，4:多】で，重症果率は障害が発生した
  果実のうち，程度3以上の果実の占める割合

処理区
生理的落果率

（％）
核割れ果率

（％）
果梗離脱果率

（％）

赤肉症
z

水浸状果肉褐変症
z

表 3　複芽内の花芽の着生位置の違いが ‘ 清水白桃 ’ の開花期，平均収穫日及び果実品質に及ぼす影響

表 4　複芽内の花芽の着生位置の違いが ‘ 清水白桃 ’ の生理障害の発生に及ぼす影響
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複芽が多く見られ（図2），中央の花芽は両側の花芽よ

りも大きく，開花が早いことが観察されている．開花

日や果実発育日数の違いは果実品質に影響を与えるこ

とが明らかになっている（福田ら，2012）ものの，中

央の花芽を摘蕾時に優先して残すか否かについては未

検討である．そこで，無葉芽部位の複芽において残す

花芽の位置を中央（中央芽区）あるいは側面（側芽区）

として果実品質や生理障害に及ぼす影響を検討した．

その結果，中央芽区は側芽区より成熟果の果実重が明

らかに大きかったが，核割れ果率は側芽区より高かっ

た．

　同じ部位に着生している花芽であるにも関わらず，

中央芽か側芽かによって，果実の肥大あるいは生理障

害の発生に顕著な差が生じたことは非常に興味深い．

果実の肥大に差が生じた要因としては，中央芽は側芽

と比べ，休眠期において既に大きい（図2上）ことから

花芽分化後の細胞数の増加が側芽より多い可能性が考

えられるが，さらに検討が必要である．一方，中央芽

区は側芽区と比べ，赤肉症の重症果率が低いことが明

らかになった．以前の研究で，赤肉症の発生は収穫日

が早いと抑制されることが明らかになっている（藤井

ら，2003）．本試験でも中央芽区が側芽区より，平均収

穫日が早いため，赤肉症が抑制されたものと考えられ

る． 

　以上の結果より，モモ  ʻ清水白桃ʼ  において，短・中

果枝に結果させる場合，核割れ果の発生を考慮すると，

有葉芽部位に着果させることが望ましいが，本品種で

は無葉芽部位に着果させざるを得ないことも多いた

め，無葉芽部の複芽を摘蕾する際には，側芽の花芽を

残すことで，核割れの発生をある程度抑制できる可能

性が示唆された． 

　一方，近年問題になっている果肉障害のうち，赤肉

症は中央芽を残すことにより，その重症果の発生率が

低くなることが明らかとなった．また，果実の肥大を

優先する場合，核割れ果の発生を伴う可能性があるが，

中央芽を残したほうがよいと考えられた．適正な着果

管理（岡山県，2014）やマルチの敷設（岡山県農林水

産総合センター農業研究所，2016）等の，核割れ果の

発生を抑える管理を併用することが前提とはなるが，

目的に応じて，摘蕾時に残す花芽を中央芽にすること

により，赤肉症の発生をある程度抑制できる可能性が

示唆された．

　これらの結果は，今後，モモ  ʻ清水白桃ʼ  の安定生産

に寄与できる技術の一部となり得ると考えられた．

摘　要

　モモ  ʻ清水白桃ʼ  は，葉芽の着生率が低く，結果枝先

端付近のみに葉芽が着生し，他部位には花芽のみが着

生した無葉芽の状態となりやすい．そこで，着果部位

の葉芽の有無がモモ  ʻ清水白桃ʼ  の果実品質や生理障害

に及ぼす影響について調査した．無葉芽区と有葉芽区

の間では，果実品質に大差はなかった．一方で，生理

障害については，無葉芽区と比べ，有葉芽区における

核割れ果の発生率は明らかに低かった．また，無葉芽

部位における複芽内の花芽の着生位置の違いが，果実

発育や果実品質に及ぼす影響についても検討した．中

央芽由来の果実は，側芽由来の果実より大きく，核割

れ果の発生率は高いが，赤肉症の重症果の発生率は低

いことが明らかとなった． 
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